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阿賀野川え～とこだより  第 27 号
阿賀野川え～とこだ！流域通信

×

※FM事業とは「阿賀野川え～とこだプロジェクト」のこと。詳細はＰ．８参照。

　正式には「阿賀野川流域地域フィールドミュージアム事業」（略
称FM事業）と言い、阿賀野川流域の各地域が今も続く新潟水俣病と
向き合い、それを乗り越えるような「人と人の絆」や「人と自然の関
係」をつむぎ直すため、流域の住民・行政・民間団体が手を取り合
い、「新しい地域づくり」を目指して始まったプロジェクトです。

「阿賀野川え～とこだプロジェクト」とは？

https://aganogawa.info/
aganogawa@niigata.email.ne.jp
TEL.&FAX. 0250-68-5424
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潟
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Ｍ
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光
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阿賀野川流域の教育を、実り豊かにしていくために

今号表紙の写真「常浪川と高校生」
　自然豊かな阿賀町を象徴する麒麟山と、この
場所のすぐ先で阿賀野川と合流する清流・常浪
川。そんな自然豊かな環境に暮らす生徒たちが
通う高校の存続が危ぶまれる中、奮闘する阿賀
町公営塾黎明学舎の取組を今号で紹介します。
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２４６８

　第２７号はいかがでしたでしょうか？ 
　今号の「阿賀野川え～とこだより」も、お知らせする情報が
盛りだくさん！ 阿賀町公営塾の取組を取材した「阿賀の宝も
ん★発掘レポート」第４弾のほか、年度末恒例の流域再生
フォーラムの開催告知と、今年度開催された地域再発見講
座のレポートをお届けします。
　５月発行予定の次号もご期待ください！

平成30年度パネル巡回展

展示施設 展示時間・備考展示期間

2/19（火）～3/4（月）

3/5（火）～3/20（水）

3/14（木）～3/28（木）

新潟市秋葉区文化会館

阿賀町役場鹿瀬支所ロビー

江南区郷土資料館江南区文
化会館内

9:00 ～21:30

9:00 ～16:30

10:00 ～19:00

2/25（月）休館

毎週土曜・日曜休館

毎週金曜休館
日曜・祝日10:00～17:00

まだまだ開催中！

◆写真の記録の力を感じます。貴重な写真を見ることができました。各地
　で多くの人たちに見ていただきたいです。（西区・60代）
◆忘れてはならない痛ましい事件。今も苦しむ方 が々多くいらっしゃる。忙し
　い日々 の中で繰り返し問いかけていかなければならない。（東区・60代）

◆社会に出ると公害を学ぶ機会がない。そうかといって、学生時代に社会科の授業において
深く詳しくは学ばない。大人になって知ることは大切だと思った。（五泉市・20代）

観覧者
の主な
感想等

　東京タワー、新幹線、東京オリンピック、大阪万博など
……昭和の高度経済成長に湧く日本の裏側で発生
し、やがて全国が騒然となった四大公害をめぐる戦後社
会の光と影を読み解きました。あの頃の日本の懐かしい
写真を数多く使用したパネル作品をぜひご覧ください！



特集
1

昭和30～40年代の日本
･高度経済成長ものがたり

主催 ● 新潟県　  共催 ● 新潟市　  後援 ● 五泉市・阿賀野市・阿賀町　  企画・運営 ●

電話番号

〒

お名前
フリガナ

ご住所

※当日連絡が取れる携帯電話番号優先

新潟駅南口集合場所
希望に○

阿賀野川エコミュージアムを目指す流域再生フォーラム（第8回）

お問合せ・お申込み先

申込方法

●下記必要事項をご記入の上、ＦＡＸ・メール・電話にて下記宛先までお申し込みください。
●参加者を抽選にて決定し、当落結果のお知らせは申し込まれた方全員に宛てて郵送します。
　なお、当落結果のお知らせが3月15日（金）までに届かなかった方はお問い合わせ願います。

申込期限 ● 2018年3月12日（火）17時まで

江南区文化会館

阿賀野川エコミュージ
アムを目指す流域再生
フォーラム（第８回） 

懐かしい写真でふりかえる

新潟市江南区文化会館
（新潟市江南区茅野山3丁目1-14）

定員 40名 料金 800円
（※昼食代）

（※申込方法の詳細は次ページをご覧ください）

2019年 173
（日）

10:30～16:30 （開場10:00～）
会場

日時

※いただいた個人情報は、「地域再発見講座・阿賀野川ものがたり」及び「阿賀野川エコミュージアムを目指す流域再生フォーラム」の
　開催案内や実施、及び、「阿賀野川え～とこだより」の送付を目的とした用途以外に使用することはありません。

①新潟駅南口
②江南区文化会館

集合
場所

10時に貸切
バスが出発

車等で直
接会場へ

　三種の神器、東京タワー、新幹線、東京オリンピッ
ク、GNP西側第2位、大阪万博など…「もはや戦後では
ない」と謳われた昭和30年代から、オイルショックが発生
する昭和40年代後半までの間、日本社会が高度経
済成長の繁栄に湧く裏で発生していた、新潟水俣病を
含む四大公害の悲劇。

昭和の高度経済成長の繁栄と
四大公害の軌跡をたどる

イタイイタイ病 熊本水俣病 四日市ぜんそく 新潟水俣病

東京タワー 新幹線開通 東京オリンピック

大阪万博

10:00 10:30~ 14:20 14:50~ 17:0016:3016:00
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ふれあい館
福島潟

新潟駅

新潟市江南区
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新新バイパス

日本海東北道

JR白新線
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<当日集合場所の注意>
　当日は、新潟駅南口から会
場まで貸切バスが出ます（※
バスは10時に出発）。
　また、自家用車などで直
接、会場である新潟市江南区
文化会館へお越しいただい
てもけっこうです（※開場10
時~、開演10時半~）。

メイン会場

◆10:30~
昭和30~40年代の日
本を振り返る、etc

●

◆12:00~
豪華な粗食「蒸しかまど
炊き込みご飯と糀弁当」

●

◆13:00~
新潟水俣病含む四大
公害を振り返る、etc

●

サ
ブ
会
場

館
内
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示
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蒸
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振
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返
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潟
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　そのすべてを時代を追いながら、圧倒的な枚数の写
真史料などをもとに振り返ります！

出典：Wikipedia

出典：「鉄道ジャーナル別冊日本国有鉄
道 大いなる旅路」（鉄道ジャーナル社） 読売新聞社提供

大阪府日本万国博覧会
記念公園事務所所有

読売新聞社提供毎日新聞社提供

毎日新聞社提供 出典：「鹿瀬工場タイムス」

出典：「アルバム戦後
25年」（朝日新聞社）日本電波塔株式会社

所有
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